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学習活動を①課題の設定、②情報の収集、
③整理・分析、④まとめ・表現の一連の探
究のプロセスとします。児童生徒が主体的
に探究のプロセスを繰り返すことができる
ような単元を構想し、資質・能力の育成に
つなげていくことが大切です。

PointPoint

　学習指導要領には、どの学年で何を指導するのかという内容が明示されていません。そこで、各学校は学習指
導要領が定める目標を踏まえ、各学校の総合的な学習の時間の目標及び内容、評価の観点の趣旨を定めます。
総合的な学習の時間では各学校が定めた「内容」がそのまま「内容のまとまり」となります。目標の達成状況を
判断するための「内容のまとまりごとの評価規準」は、「内容のまとまり」に記載した文章を活用し、妥当性の
ある評価のよりどころとします。
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